
１　訓練概要

■目　的 【会場：富田西小学校（富田西地域公民館を含む。）】　9:20～11:15

■日　時
2024年８月31日（土）午前９時20分～11時30分（予定・閉会式を含む）

■場　所
中央会場 ： 富田西小学校（富田西地域公民館含む。）

（富田西小学校は、2014年度に続き２回目）

地区会場 ： 各行政センター等の訓練会場（12箇所）

駐車場 ： ヨークベニマル片平店西側、富田西地域公民館

４　中央会場参加団体

■主催者 中央会場参加団体数　　60団体
郡山市・郡山市教育委員会・郡山地方広域消防組合消防本部・郡山市消防団

２　訓練想定

５　地区防災訓練会場

３　災害対応訓練（中央会場における主な訓練内容）

2024年度郡山市総合防災訓練について

富田西小学校

富田西地域公民館

西側駐車場

ヨークベニマル片平店

2024/8/22 総務部防災危機管理課

近年の災害が大規模化、激甚化する中、国においては、行政主導から市民一人ひとりが主体性を持った防災対策へ転換していく

「行政サービスから行政サポートへ」の方向性を示しており、本市においても、自助を核とした共助による防災対策へ進化するこ

とが必要である。

このことから、災害対策基本法第48条及び郡山市地域防災計画に基づき、関係機関及び地域の団体等と連携した総合防災訓練を

実施し、災害発生等に市民一人ひとりが効率的かつ円滑、組織的に活動できるよう地域防災力の向上と防災意識の高揚を図る。

2024年８月31日（土）午前８時30分に福島県沖を震源とするマグニチュード9.0の地震が発生し、本市で震度６強を観測。市内の

各地域では倒壊建物をはじめ土砂災害及びため池の決壊の発生や道路の崩壊等により多数の負傷者が出ており、火災も発生。さら

に、電気及びガス等のライフラインへの大きな被害が発生。

郡山市は、直ちに市役所に災害対策本部を、各行政センターに災害対策地区本部を設置し、防災関係機関の応援を得て対応を開

始するとともに、被害報告のあった富田地区に現地災害対策本部を設置し、被害情報の収集を開始した。

被害報告により富田地区における被害が甚大であり、さらなる情報収集及び指揮が必要と判断し、本部長及び関係者等が富田西

小学校に向かい、午前９時20分、富田地区の町内会等の関係団体の協力を得ながら救出救助、消火等の災害応急対策活動を開始し

た。

住民はそれぞれ家族単位、町内会単位で身の安全を確保しながら火災の初期消火、怪我人の救出救助等を開始。ライフライン関

係機関は、各々の業務について、応急復旧に総力を挙げた。

○災害対策基本法 第48条（防災訓練義務）

１ 災害予防責任者は、法令又は防災計画の定めるところにより、それぞれ又は他の災害予防責任者 と共同して、

防災訓練を行なわなければならない。

※災害予防責任者

指定行政機関の長及び指定地方行政機関の長、地方公共団体の長その他の執行機関、指定公共機 関及び指定

地方公共機関、公共的団体並びに防災上重要な施設の管理者（同法第47条）

報告事項

〇安積地区 安積第三小学校、安積スポーツ広場、安積南地域公民館 〇富久山地区 富久山総合学習センター

〇三穂田地区 三穂田ふれあいセンター 〇湖南地区 湖南港

〇逢瀬地区 逢瀬コミュニティセンター 〇熱海地区 熱海小学校

〇片平地区 片平ふれあいセンター 〇田村地区 御代田小学校

〇喜久田地区 喜久田ふれあいセンター 〇西田地区 旧根木屋小学校

〇日和田地区 日和田地域交流センター 〇中田地区 中田ふれあいセンター

■訓 練

〇トイレ用水確保訓練 【新規】 プール水をトイレ用水として使用するため、可搬ポンプにより送水を実施

〇トイレトラック設置訓練【新規】 相互協定締結のいわき市によりトイレトラックを設置

〇避難所開設・運営訓練 【拡充】 避難者受入や間仕切による避難スペース等、個別プライバシー確保等を実施

〇現地災害対策本部・協定締結団体要請訓練【拡充】 現地対策本部からの被害状況報告・災害協定締結団体（いわき市）への

派遣要請を実施

〇要配慮者等に配慮した住民避難・誘導補助訓練 町内会は、要配慮者を誘導しながら、避難所である体育館に向かう

〇炊き出し訓練 郡山駐屯地、女性消防協力会による炊き出し訓練

〇ライフライン等の応急復旧訓練 ライフライン関係機関による復旧訓練を実施

〇小学校全校避難・引渡し訓練 地震後、その場で身の安全を確保したのちに校舎内避難、保護者への引渡し

〇災害発生時の道路啓開訓練 緊急車両等の通行のため、郡山北警察署による障害物撤去を実施

〇災害応援協定都市物資搬送・受入訓練 応援協定締結の宇都宮市による救援物資の搬送

〇倒壊建物（埋没車両）救出訓練 災害救助犬による探索後、消防団の救出及び町内会での救護所への搬送を実施

〇倒壊建物消火訓練 町内会による初期消火後、火災延焼のため、消防団ポンプ車による放水を実施

〇医療機関と連携した傷病者搬送訓練 現地の負傷者を救急車で搬送し、医療機関で受入を実施 等

■体験型訓練（親子体験スタンプラリー）

○メタバースＶＲ体験【新規 ※市としては初】 ＶＲによる360°の災害動画等とＣＧを体感する体験の実施

〇土石流模型実験 【新規 ※市としては初】 降雨による土石流の動きや砂防ダムの効果の実験を実施

〇防災物品作成体験 【新規 ※市としては初】 防災士会による新聞紙等を使用したスリッパ等の作成体験の実施

〇ポンプ車放水体験 ポンプ車による放水体験を実施

○救急蘇生・ＡＥＤ等訓練 消防本部の指導のもと、救急蘇生・ＡＥＤ操作体験の実施

等

■活動紹介・展示等

〇活動紹介・防災体験コーナー【新規※市としては初】 能登半島地震活動報告展示や協定自治体との連携紹介

ペットの災害対策展示やＬＧＢＴに関する啓発展示 等

〇協定締結団体防災活動及び活動紹介等 郡山駐屯地、ダイユーエイト、ヨークベニマル、

アマチュア無線実行委員会 等

■その他

〇熱中症予防対策【拡充】 市民を危険な暑さから守るためクーリングシェルターを設置、 併せて熱中症予防の啓発実施

各所に給水所を設置するほか、校庭に熱中症予防テント、ミストシャワー、 体育館内にスポ

ットクーラーの設置を行う。

■主な団体

〇国・県等機関 陸上自衛隊郡山駐屯地、郡山・郡山北警察署

〇協定締結団体 宇都宮市、いわき市、東日本倉庫（株）、県トラック協会県中支部、郡山トラックＣ事業組合

〇防災組織等 富田地区自主防災連絡協議会ほか旧市内自主防災組織（22）、市女性消防協力会

〇その他団体 ライフライン団体、市社会福祉協議会、郡山医師会、看護協会、県防災士会、市聴力障害者協会 等


